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〔犀的〕現代の
弾性体としての
のため部分欠損
在するため,イ
らない。しかし
 ント部の生体力学的な挙動を
そこで本研究で
的として,片側臼
 いて歯列上に発現した咬合
〔方法〕上下顎
4±2.6年経過し
R」を耀い,数段
力に基づき,各
ラント前方の残
方の残存歯部,(
さらに総咬合力
 あることを示す傾き0との有意差を検定した。
〔結果および考
のとき総咬合力
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 つた症例と,咬みしめ強度に伴い変化した症例が存在した。
インプラント部の
しめ時のインプラ
較し,前方部の咬
化は,インプラント部の咬合支持の不足を補償する様相を示し
インプラント部の
 例が有意に多く存在した。
審査結果要旨
本論文は,部分欠損
片側臼歯遊離端欠
 に発現した咬合力をプレスケ
研究の背景として
接骨と結合してい
では,インプラン
 確な指針は未だ得られていないことが挙げられる。
被験者は,上下顎
均3.4士2.6年経過
指標として感圧フ
歯列上咬合力を測
力,インプラント
残存歯部(対応部
咬合力比(%)が算
有歯顎者に準じた
咬みしめ強度に関
の咬合力比が変化
ント部の咬合力は
の咬合力比が咬みしめ強度とともに変化する症例が有意
一方,インプラン
める症例が有意に
接触との関係が明
歯列においてイン
見は,部分欠損症
あり,インプラント補綴へ
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